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行 政 か ら の お 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

　

４
月
１
日
付
け
で
北
多
久
公
民
館
の
館

長
と
し
て
、 
川  
原  
博  
義 
新
館
長
が
就
任
さ

か
わ 
は
ら 
ひ
ろ 
よ
し

れ
ま
し
た
。

　

川
原
館
長
は
北
多
久
町
中
多
久
一
区
に

お
住
ま
い
の　

歳
。
中
多
久
一
区
公
民
分

６０

館
長
や
、
北
多
久
町
体
育
協
会
理
事
、
中

央
中
学
校
育
友
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
活
か
し
て
北
多
久

公
民
館
の
運
営
と
町
の
社
会
教
育
、
生
涯

学
習
推
進
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

 

　

今
年
の
論
語
カ
ル
タ
大
会
も
昨
年
に
引

き
続
き
、
市
内
は
も
と
よ
り
市
外
や
県
外

か
ら
の
参
加
者
を
募
集
し
て
開
催
し
ま

す
。

　　

開
催
日　
　

月　

日
日

１１

１５

　

会　

場　

西
渓
中
学
校　

体
育
館

　

対
象
者　

小
学
生
、
中
学
生
、
一
般　

　
　
　
　
　

（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
に
そ
な
え
て
、
論
語
の
学
習

　
　
　
　
　
　

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！

教
育
委
員
会
だ
よ
り

第　

回
論
語
カ
ル
タ
大
会
は

１６
　

月
に
開
催
予
定
で
す

１１

新
し
い
北
多
久
公
民
館
長
を

ご
紹
介
し
ま
す

　

４
月
９
日
に
教
育
委
員
会
を
開
き
、

議
題
の
「
就
学
援
助
の
認
定
」
に
つ
い

て
協
議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。
次
回
の

定
例
教
育
委
員
会
は
、
５
月　

日
木
の

１４

　

時　

分
第
３
委
員
会
室
（
市
役
所
２

１３

３０

階
）
で
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
は
自
由
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
教
育
統
括
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
役
所
４
階
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎　

−

３
４
５
０

７５

川
原
新
館
長
の

　
　
　

就
任
挨
拶　

　

こ
の
度
、
舩
山
公

民
館
長
退
任
に
伴

い
、
４
月
１
日
付
で

公
民
館
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
川
原
博
義
で
す
。

　

昨
年
の
９
月
に
市
内
の
民
間
企
業
を

定
年
退
職
し
ま
し
た
。

　

子
供
か
ら
大
人
そ
し
て
お
年
寄
り
に

『
行
事
や
会
合
に
参
加
出
来
て
良
か
っ

た
、
楽
し
か
っ
た
、
ま
た
出
た
い
』
と

言
っ
て
貰
え
る
よ
う
に
運
営
協
力
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

北
多
久
町
民
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
生
涯
学
習
や
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
微
力
な
が
ら
貢
献
出

来
る
よ
う
、
頑
張
る
所
存
で
す
。

　

釈
菜
は
創
建
以
来
３
０
０
年
以
上
続

き
、
県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
孔
子
の
遺
徳
を
偲
ぶ
儀
式
。

市
職
員
ら
が
扮
す
る
伶
人
が
演
奏
す
る
雅

楽
の
音
色
が
流
れ
る
中
で
、
献
官
の
横
尾

市
長
や
市
議
会
議
長
、
教
育
長
、
小
中
学

校
長
な
ど
の
祭
官
が
、
孔
子
と
４
人
の
弟

子
（
顔
子
・
曹
子
・
子
思
子
・
孟
子
）
に

餅
や
甘
酒
な
ど
お
供
え
物
を
奉
げ
、
最
後

に
は
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
漢
詩
も
献
じ

ま
し
た
。

 

　

儀
式
が
終
る
と
聖
廟
境
内
で
は
、
あ
で

や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
多
久
高
校

と
西
渓
中
学
校
の
生
徒
が
『
釈
菜
の
舞
』

を
披
露
し
た
り
、
市
在
住
の
音
楽
家
・
趙

勇
さ
ん
が
奏
で
る
楊
琴
の
音
色
に
あ
わ

せ
、
去
年
の
３
０
０
年
祭
で
復
活
し
た

『
参
列
生
徒
の
唱
歌
』
を
合
唱
。
今
回
は

『
ふ
る
さ
と
多
久
町
』
が
歌
わ
れ
た
り
、

仰
校
門
前
で
は
、『
腰
鼓
』
も
リ
ズ
ム
よ

く
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
県
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
は
「
地
元

の
子
ど
も
達
も
参
加
し
て
、
伝
統
あ
る
祭

典
が
地
域
全
体
で
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

感
動
し
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
、
一
連
の
催

し
や
聖
廟
一
帯
の
散
策
も
楽
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

春
季
釈

春
季
釈
菜菜
―
 
― 
古
式
ゆ
か
し

古
式
ゆ
か
し
くく

▲聖廟内で行
　われる釈菜

▲多久高と西渓中生徒が華麗に舞った 
　『釈菜の舞』

▲サガテレビのキャラクター「ミランバく
　ん」も注目した中部小６年生の『腰鼓』

▲趙勇氏の演奏で、『ふるさと多久町』
　を初披露する中部小４・５年生

　

春
の
陽
気
と
新
緑
の
緑
に
映
え
た
多
久
聖
廟
で

４
月　

日
、
春
季
釈
菜
の
祭
事
を
古
式
ゆ
か
し
く

１８

執
り
行
い
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
７
０
０
０
人

の
観
光
客
は
、
伝
統
と
文
化
の
香
り
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。


